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一
、
は
じ
め
に

明
治
三
十
五
年
八
月
五
日
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
、
逗
子
に
一
度
目
の
滞
在

を
し
た
泉
鏡
花
は
、
再
び
明
治
三
十
八
年
七
月
下
旬
か
ら
明
治
四
十
二
年
二
月
と

い
う
長
期
に
渡
っ
て
逗
子
に
滞
在
す
る
。『
沼
夫
人
』
は
、
二
度
目
の
滞
在
期
と

な
る
明
治
四
十
一
年
六
月
「
新
小
説
」
に
発
表
さ
れ
た
、「
逗
子
も
の
」
の
一
つ

で
あ
る
。

概
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

夏
の
一
夜
、
医
学
士
酒
田
宅
の
診
察
室
で
、
夢
現
に
感
じ
た
女
性
と
水
の
気
配

に
目
覚
め
た
小
松
原
立
二
は
、
婦を
ん
なの
骸
骨
と
戸
棚
の
音
か
ら
逃
げ
出
し
た
と
こ
ろ

を
酒
田
に
遭
遇
す
る
。
そ
こ
で
小
松
原
は
、
三
年
前
の
出
水
の
際
、
出
征
中
の
軍

人
の
妻
お
房
と
散
歩
に
出
掛
け
た
も
の
の
、水
の
勢
い
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
結
果
、

共
に
汽
車
に
轢
か
れ
、
彼
女
と
生
き
別
れ
に
な
っ
た
こ
と
を
酒
田
に
語
る
。
そ
の

後
、
水
の
怪
異
に
縁
が
あ
る
と
思
し
き
婦
の
骸
骨
を
、
元
在
っ
た
蒼
沼
へ
返
し
に

行
っ
た
小
松
原
の
前
に
、
お
房
が
現
れ
る
。
芭
蕉
／
水
芭
蕉
が
月
夜
を
妨
げ
る
こ

と
を
嘆
く
彼
女
に
応
え
、
小
松
原
が
小
刀
で
切
り
倒
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ま
ま
蒼

沼
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
が
、
車
夫
の
正
吉
に
助
け
ら
れ
る
。

同
時
代
評
は
、
内
容
を
鏡
花
的
な
も
の
と
し
て
評
価
す
る
一
方
、
草
双
紙
的
で

あ
る
と
す
る（
1
）。
ま
た
、
紅
野
敏
郎
氏（
2
）に
拠
れ
ば
、
木
下
利
玄
が
七
月
四

日
の
日
記
で
「
午
前
鏡
花
の
「
沼
夫
人
」（
新
小
説
六
月
号
）
を
よ
む
。
中
々
う

ま
い
、
殊
に
田
圃
の
中
の
出
水
に
小
松
原
が
房
子
夫
人
と
夕
闇
に
と
り
残
さ
れ
る

あ
た
り
は
最
も
い
ゝ
。
主
人
の
医
学
士
は
い
ゝ
が
小
松
原
迄
が
話
上
手
に
一
寸
う

す
い
乙
な
事
を
云
ふ
の
は
あ
ゝ
し
た
場
合
ち
と
浮
い
て
る
、
そ
れ
か
ら
終
に
蒼
沼

で
夫
人
の
幽
霊
が
出
て
も
の
を
云
ふ
が
あ
す
こ
に
幽
霊
を
出
さ
ず
出
し
て
も
あ
ゝ

は
つ
き
り
話
迄
さ
せ
ず
ま
ぼ
ろ
し
に
出
し
た
方
が
い
ゝ
と
思
ふ　

主
人
の
学
士
は

多
情
多
恨
の
葉
山
の
や
う
な
快
活
な
人
に
か
ゝ
れ
て
居
る
、
文
章
は
活
き
て
居

る
。」
と
、
や
は
り
鏡
花
の
描
写
の
巧
さ
を
讃
え
つ
つ
も
、
蒼
沼
に
お
け
る
怪
異

描
写
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
は
、
眠
り
や
夢
の
水
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の（
3
）が

多
い
こ
と
を
西
尾
元
伸
氏（
4
）が
指
摘
し
て
い
る
。
西
尾
氏（
5
）は
、
本
作
が
謡

曲
『
杜
若
』
を
素
材
と
し
て
い
る
こ
と
、
蒼
沼
の
怪
は
小
松
原
の
神
経
作
用
だ
け

が
原
因
と
は
言
い
切
れ
ず
、
ま
た
、
小
松
原
の
抱
く
夢
の
「
水
」
と
蒼
沼
の
「
水
」

と
の
隔
た
り
が
解
消
せ
ず
に
作
品
が
展
開
し
て
い
く
と
論
じ
て
い
る
。
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四
八

そ
の
他
に
も
、
弦
巻
克
二
氏（
6
）は
、
幼
時
以
来
の
幻
影
で
あ
る
華
胥
の
国
の

夢
を
、
運
命
の
予
兆
の
如
く
刻
印
さ
れ
た
小
松
原
は
、
自
分
の
見
た
幻
影
に
自
己

の
運
命
を
託
し
て
い
る
と
論
じ
、
松
村
友
視
氏（
7
）は
、「
夜
の
暗
さ
の
な
か
で

倫
理
に
背
く
恋
を
促
す
力
」
を
持
っ
た
沼
の
水
に
、「
倫
理
の
規
と
も
い
う
べ
き

芭
蕉
の
葉
が
切
り
払
わ
れ
」、
月
影
が
射
し
込
ん
だ
こ
と
で
、
夫
人
の
恋
は
成
就

し
た
と
す
る
。
こ
の
月
光
に
は
、「
日
常
の
価
値
と
論
理
の
転
換
を
迫
る
鮮
明
な

意
志
が
託
さ
れ
て
」
お
り
、「「
不
倫
」
と
い
う
負
の
価
値
を
突
き
抜
け
た
至
情
は
、

そ
の
純
一
さ
ゆ
え
に
逆
に
日
常
の
「
倫
理
」
を
う
つ
力
で
も
あ
り
得
た
の
」
だ
と

し
て
い
る
。

西
尾
氏（
8
）も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
水
そ
の
も
の
に
着
目
し
、

そ
の
象
徴
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、「
逗
子
も
の
」
と
し
て

の
『
沼
夫
人
』、
つ
ま
り
「
逗
子
」
の
水
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
き
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
に
関
し
て
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
作
品
の
舞
台
が
逗
子
の
ど
の
あ
た
り
か
分
析
し
、
次

に
本
作
に
登
場
す
る
医
学
士
酒
田
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
自

筆
原
稿
と
初
出
の
比
較
や
蒼
沼
に
充
溢
す
る
芭
蕉
の
イ
メ
ー
ジ
を
検
討
し
た
い
。

二
、
作
品
の
舞
台

―
出
水
、
そ
し
て
蒼
沼

―

鏡
花
の
滞
在
し
た
逗
子
は
、
明
治
二
十
二
年
に
逗
子
村
、
桜
山
村
、
沼
間
村
、

池
子
村
、
山
野
根
村
、
久
木
村
、
小
坪
村
が
合
併
し
田た

越ご
え

村
と
な
っ
た
場
所
で
あ

り
、
同
年
大
船
か
ら
横
須
賀
を
繋
ぐ
横
須
賀
線
が
開
通
し
、
逗
子
駅
（【
図
一
】

の
①
）
が
開
設
さ
れ
た
。

「
逗
子
も
の
」
と
し
て
の
『
沼
夫
人
』
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
小
松
原
と
お

房
が
三
年
前
遭
難
し
た
場
所
は
、
田
越
村
の
ど
の
あ
た
り
だ
っ
た
の
か
。
ま
ず
、

そ
の
特
定
を
試
み
た
い
。

小
松
原
の
「
借
り
て
居
た
家
か
ら
、
田た

ん
ぼ畝
﹇
田
圃
﹈
の
方
へ
一
町
ば
か
り
行
つ

た
処
」（
第
十
、﹇　

﹈
内
は
岩
波
版
全
集
。
以
下
同
じ
）
に
あ
る
お
房
の
住
居
か

ら
、
彼
等
の
散
歩
は
始
ま
る
。
仮
に
、
当
時
鏡
花
の
住
ま
い
で
あ
っ
た
「
田
越
村

大
字
逗
子
字
亀
井
九
百
五
十
七
番
地
」（【
図
一
】
の
②
）
が
小
松
原
の
家
と
す
れ

ば
、
お
房
の
家
も
逗
子
地
区
の
範
囲
内
と
想
定
さ
れ
る
。

「
川
ら
し
い
川
の
な
い
処
」（
第
十
一
）
に
出
水
が
あ
っ
た
め
、
小
松
原
は
お
房

に
「
踏
切
の
方
へ
行
つ
て
見
ま
せ
う
。
水
が
出
た
さ
う
で
す
か
ら
。」（
第
十
三
）

と
誘
う
の
だ
が
、「
一
番
近
い
田
畝
﹇
田
圃
﹈
へ
出
る
に
は
、
是
非
、
あ
の
人
（
お

房
）
が
借
り
て
居
た
其
の
商あ
き
ん
ど
や家の
前
を
通
る
」（
第
十
一
）
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
条
件
か
ら
、
彼
等
が
向
か
っ
た
方
向
は
、
停
車
場
に
近
い
踏
切
を
渡

り
、
な
お
且
つ
田た

越ご
え

川
の
本
流
か
ら
外
れ
た
場
所
で
あ
り
、
結
果
、
そ
こ
は
田
越

村
の
東
方
に
位
置
す
る
久
木
方
向
と
特
定
さ
れ
る
。
明
治
七
年
、
柏
原
村
と
久
野

谷
村
が
合
併
し
て
で
き
た
久
木
に
は
、鏡
花
が
頻
繁
に
参
詣
し
た
岩
殿
寺
が
あ
り
、

『
春
昼
』・『
春
昼
後
刻
』（
明
治
三
十
九
年
十
一
月
・
十
二
月
「
新
小
説
」）
に
は
、

漢
字
は
異
な
る
が
柏
原
と
久
野
谷
の
名
が
登
場
す
る
。

踏
切
ま
で
の
道
は
、「
百
姓
家
二
三
軒
で
最も

う
畷
だ
が
、彼あ
す
こ処
は
一
方
畑
だ
か
ら
、

じ
と
〳
〵
濡
れ
て
」（
第
十
三
）
お
り
、「
片
方
に
田
は
あ
つ
て
も
線
路
へ
掛
け
て

路
が
高
」（
同
）
く
「
為
に
別
に
水
ら
し
い
様
子
も
見
え
」（
同
）
な
い
と
い
う
が
、

【
図
一
】（
②
の
鏡
花
宅
か
ら
③
の
踏
切
に
向
か
う
道
）
で
も
、
片
側
が
田
で
も
う

一
方
が
畑
（
地
図
記
号
の
な
い
空
白
部
分
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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踏
切
（【
図
一
】
の
③
）
を
越
し
た
後
、

「
最
う
少
し
隧

と
ん
ね
る﹇
ト
ン
ネ
ル
﹈

道
（【
図
一
】
の
⑥
）

の
方
へ
行
く
と
」「
路
の
真
中
に
、
縦
に

掛
け
た
一
ち
よ
い﹇
つ
﹈と
寸
し
た
橋
」（
第
十
三
）
が
あ

り
「
棒
杭
の
や
う
に
欄
干
が
つ
い
て
」

（
同
）
い
る
と
い
う
。
踏
切
を
越
え
て
一

つ
目
の
橋
は
、「
風
早
橋
」（【
図
一
】の
④
）

で
あ
ろ
う
。

久
木
体
育
会
創
立
40
周
年
記
念
誌
発

行
委
員
会
編
『
続
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と

久
木
』（
平
成
十
二
年
三
月
久
木
体
育
会
）

に
拠
れ
ば
、「
昔
は
家
数
が
少
な
く
風
が

強
く
吹
い
た
場
所
」
で
「
物
資
の
運
搬

に
は
馬
力
が
使
わ
れ
て
い
た
」
と
い
い
、

風
早
橋
よ
り
一
つ
上
流
側
の
「
松
葉
橋
」

を
、
以
前
は
風
早
橋
と
称
し
た
と
い
う
。

該
書
に
松
葉
橋
が
風
早
橋
の
名
で
あ
っ

た
時
期
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
風
早

橋
の
名
は
『
懸
香
』（
大
正
四
年
九
月
「
新

小
説
」）
に
も
登
場
し
、「
鉄
道
の
踏
切

を
越
し
た
処
」（
第
六
）
に
、「
風
早
橋

と
云
ふ
小
橋
が
一
つ
」（
同
）
と
あ
り
、

そ
の
風
早
橋
に
「
魔
の
通
ふ
欄
干
つ
き

【図一】  「逗子及び周辺図（明治 36・39 年測図）」二万分の一地形図（『逗子市史』資料編Ⅰ「古
代　中世　近世Ⅰ」付図（昭和六十年三月逗子市））

①停車場、②明治三十八年から四十二年までの鏡花宅、③踏切、④風早橋、⑤線路と川の交差点、
⑥隧道、⑦岩殿寺、⑧妙光寺、⑨名越池、⑩中池、⑪柏原池、⑫千葉病院　数字は引用者が記入。
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五
〇

の
渡わ
た
ど
の殿
だ
と
風
説
」（
同
）
が
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
沼
夫
人
』
の
橋
と
同
一

の
風
早
橋
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
彼
等
は
、
風
早
橋
を
横
切
っ
て
、
山
か
ら

浜
田
へ
流
れ
る
小
川
を
見
る
。

彼あ
れ

（
風
早
橋
）
を
横
切
つ
て
、
山
の
方
か
ら
浜
田
へ
流
れ
て
出
る
小
川
を
見

る
と
、
是
は
又
案
外
で
、
瓦
色
に
濁
つ
た
の
が
、
ど
う
〳
〵
と
唯
一
巾は
ゞ

﹇
幅
﹈

だ
け
れ
ど
も
畝う
ね
りを
立
て
ゝ
﹇
て
﹈、
橋
の
底
へ
す
れ
〳
〵
に
凄す
さ
まじ
い
ほ
ど
流

れ
て
居
る
。
平い
つ
も時
は
俯う
つ

向む

い
て
、
底
を
、﹇
全
集
「
、」
ナ
シ
﹈
見
る
の
が
、

立
つ
て
、
伸
上
つ
て
見
送
る
ほ
ど
、
嵩
増
し
て
、（
第
十
三
、
傍
線
引
用
者
。

以
下
同
じ
）

此
の
水
が
、
路
端
の
芋
大
根
の
畑
を
隔
て
た
、
線
路
の
下
を
抜
け
る
処
は
、

物
凄
い
渦
を
巻
い
て
、
下
田
畝
﹇
下
田
圃
﹈
へ
落
ち
懸
る
（
第
十
四
）

【
図
一
】
で
も
、
川
と
線
路
の
交
差
点
（【
図
一
】
の
⑤
）
の
周
囲
は
畑
（
地
図
記

号
の
な
い
空
白
部
分
）
の
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

小
松
原
た
ち
が
眺
め
た
田
越
川
の
支
流
で
あ
る
久
木
の
川
は
、『
新
編
相
模
国

風
土
記
稿
』
第
五
集
（
明
治
二
十
一
年
十
月
谷
野
遠
）
に
拠
れ
ば
、「
久
野
谷
村

ノ
谷
間
ヨ
リ
出
ツ
小
名
御
縄
崎
ヲ
流
レ
逗
子
小
坪
ノ
村
界
ニ
至
リ
テ
御
縄
川
ノ
名

ヲ
得
」、「
直
ニ
田
越
川
ニ
合
」
し
、「
川
幅
五
間
」
と
い
う
。
ま
た
、
神
奈
川
県

図
書
館
協
会
郷
土
資
料
編
集
委
員
会
編
『
神
奈
川
県
皇
国
地
誌
残
稿
』
上
巻
（
昭

和
三
十
八
年
三
月
神
奈
川
県
立
図
書
館
。『
皇
国
地
誌
』
の
編
成
は
明
治
十
一
年
、

久
木
村
の
部
は
現
存
せ
ず
）
所
収
「
相
模
国
三
浦
郡
逗
子
村
」（
草
稿
本
）
で
は
、

さ
ら
に
下
流
へ
流
れ
る
と
「
田
越
川
」
の
支
流
と
な
り
「
川
間
川
」
の
名
が
つ
く

の
だ
が
、「
水
源
ハ
本
郡
久
木
村
ノ
山
間
ヨ
リ
発
シ
本
村
亥
ノ
方
久
木
村
ヨ
リ
来

リ
径
過
ス
ル
コ
ト
拾
弐
丁
弐
十
一
間
ニ
シ
テ
申
ノ
方
田
越
川
ニ
入
ル
巾
広
キ
所
ハ

四
間
狭
キ
所
弐
間
最
モ
深
キ
所
八
尺
浅
キ
所
壱
尺
水
勢
緩
ニ
シ
テ
清
シ
舟
筏
通
セ

ズ
」
と
あ
る
。

久
木
体
育
会
20
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
企
画『
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
久
木
』

（
昭
和
五
十
五
年
九
月
逗
子
市
久
木
体
育
会
）
に
拠
れ
ば
、
昭
和
七
・
八
年
に
行
わ

れ
た
耕
地
整
理
の
た
め
の
工
事
以
前
は
、「
久
木
地
区
に
は
川
ら
し
い
川
が
無
く
、

一
度
雨
と
な
れ
ば
、
奥
深
い
谷
戸
谷
戸
か
ら
の
水
は
柏
原
か
ら
久
野
谷
耕
地
に
わ

た
り
川
と
化
し
、不
作
」
に
繋
が
っ
た
と
い
う
。
逗
子
市
地
名
調
査
研
究
会
編
『
逗

子
市
内
の
地
名
調
査
報
告
書
』（
平
成
十
年
七
月
逗
子
市
教
育
委
員
会
）
で
も
、

大
水
に
よ
っ
て
田
の
排
水
が
悪
く
な
っ
た
結
果
、
一
面
水
で
覆
わ
れ
、
池
も
大
き

く
広
が
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
い
い
、
雨
量
が
増
し
て
出
水
が
起
こ
る
と
い

う
『
沼
夫
人
』
の
描
写
に
一
致
す
る
。

川
の
流
れ
を
眺
め
た
彼
等
が
「
線
路
を
田
畝
﹇
田
圃
﹈
へ
下
り
た
」（
第
十
四
）

後
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
だ
の
か
。
第
十
四
か
ら
第
十
九
の
本
文
記
述
に
拠
れ
ば
、

彼
等
は
「
田
畝
﹇
田
圃
﹈
道
」（
第
十
四
）
を
「
八
分
目
ほ
ど
」（
同
）
進
み
、「
一

本
橋
」（
同
）
を
一
度
渡
っ
た
後
、
再
び
そ
の
橋
を
渡
る
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま

往
路
を
引
き
返
す
の
で
は
な
く
、
支
流
の
川
が
通
り
、
迂
回
し
て
踏
切
の
処
へ
出

る
「
最も

う
一
つ
の
路
」（
第
十
五
）
を
選
択
し
た
結
果
、
水
田
地
帯
に
遭
遇
し
、

橋
の
対
岸
に
は
松
原
に
囲
ま
れ
た
別
荘
地
の
あ
る
場
所
ま
で
出
る
が
、
渡
る
こ
と

が
で
き
ず
、
彷
徨
す
る
間
に
遭
難
状
態
へ
陥
る
。

本
文
に
「
田
畝
﹇
田
圃
﹈
道
」（
第
十
四
）
の
進
行
方
向
や
方
角
を
示
す
描
写

は
な
い
た
め
、
川
と
線
路
の
交
差
点
（【
図
一
】
の
⑤
）
を
起
点
に
し
て
、
川
の
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流
れ
か
ら
経
路
を
考
え
た
と
き
、
二
つ
の
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。
Ａ
久
木
の
川
の

上
流
に
向
か
っ
て
、
久
木
方
面
へ
進
む
経
路
と
、
Ｂ
久
木
の
川
が
、
本
流
で
あ
る

田
越
川
と
合
流
す
る
新
宿
（
東
小
坪
）
方
向
へ
歩
む
経
路
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の

経
路
の
中
で
、
よ
り
可
能
性
が
高
い
の
は
、
Ｂ
の
新
宿
方
面
の
経
路
と
考
え
ら
れ

る
が
、
ま
ず
、
Ａ
の
久
木
方
面
の
場
合
を
検
討
し
た
い
。

風
早
橋
（【
図
一
】
の
④
）
よ
り
も
上
流
の
川
の
流
れ
は
、【
図
一
】
で
は
確
認

で
き
な
い
が
、水
田
の
あ
る
場
所
に
は
細
々
と
川
筋
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、少
々

時
代
は
下
る
が
、
耕
地
整
理
以
前
で
あ
る
【
図
二
】
で
は
、
風
早
橋
か
ら
、
岩
殿

寺
、
妙
光
寺
を
通
る
道
沿
い
の
川
筋
（【
図
二
】
の
①
及
び
②
）
と
、
柏
原
へ
の

道
沿
い
の
川
筋
（【
図
二
】
の
③
）
の
二
つ
に
分
岐
し
て
い
る
。

ま
た
、『
続
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
久
木
』（
前
掲
）
で
は
、【
図
三
】
の
③
に
、

明
治
三
十
四
年
清
川
氏
、
土
田
氏
が
別
荘
を
所
有
し
て
い
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

別
荘
地
の
条
件
に
該
当
す
る
。
さ
ら
に
、【
図
三
】
の
④
周
辺
は
堰
場
と
呼
ば
れ

る
場
所
で
あ
り
、
逗
子
市
誌
編
集
委
員
会
編
『
逗
子
市
誌
』（「
第
八
輯　

沼
間
・

久
木
文
書
（
下
）」
昭
和
五
十
四
年
三
月
逗
子
市
役
所
）
所
収
の
、
久
野
谷
村
に

つ
い
て
書
か
れ
た
「
地
誌
御
取
調
書
上
帳
」（
末
尾
に
文
政
八
年
﹇
一
八
二
五
﹈

巳
酉
三
月　

三
浦
郡
久
野
谷
村
名
主
六
郎
兵
衛
の
署
名
）
に
拠
れ
ば
、「
字
関
場
」

に
「
長
八
尺
幅
六
尺
」
の
「
石
橋
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
Ａ
の
経
路
の
場
合
、
線
路
と
川
の
交
差
地
点
（【
図
三
】
の
①
）

か
ら
久
木
方
向
へ
道
を
進
ん
だ
後
、
西
（【
図
三
】
の
③
）
へ
行
き
、
そ
の
ま
ま

踏
切
に
繋
が
る
大
き
な
道
に

戻
ろ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
別
荘
地
の
手

前
に
橋
が
な
い
た
め
、
久
木

方
向
に
進
ん
だ
と
は
首
肯
で

き
な
い
部
分
も
あ
る
。

一
方
、
小
松
原
と
お
房
が

新
宿
方
面
に
進
ん
だ
と
判
断

す
る
点
は
三
つ
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
小
松
原
は
、
橋
を

渡
り
、「
最
う
一
つ
の
路
」（
第

十
五
）
を
選
択
す
る
前
は
、「
漁

師
町
を
一
廻
り
し
て
帰か
へ

れ
る
」

【図二】  「逗子町全図」（昭和二年測図）一万五千分
の一地形図（改訂逗子町誌刊行会編『改訂
逗子町誌』昭和四十九年十月逗子市付録）

①風早橋から岩殿寺への道沿いの川筋、②妙光寺
を通る道沿いの川筋、③柏原への道沿いの川筋、
④新宿の川筋　数字は引用者が記入。
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五
二

（
同
）
と
思
っ
て
い
た
が
、
自
筆
原
稿

で
は
、こ
の
「
漁
師
町
」
の
後
に
「
浜
を
」

と
書
き
、
そ
の
上
を
墨
で
削
除
し
た
跡

が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
鏡
花
が
、
進

行
方
向
と
し
て
は
浜
の
あ
る
新
宿
方
面

を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
線
路
か
ら
眺
め
た
景
色
が
根

拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。「
一
面
の
浜

田
」（
第
十
四
）
を
眺
め
た
小
松
原
が
、

後
に
辿
り
着
い
た
田
で
「
線
路
か
ら
眺

め
て
水み
づ
び
た
し浸の
田
は
、
此
処
だ
ら
う
」（
第

十
六
）
と
思
う
こ
と
か
ら
、
線
路
で
見

た
景
色
の
方
向
に
、
二
人
は
進
ん
だ
こ

と
が
わ
か
る
。
傍
に
居
た
親お
や
ぢ仁
が
「
汐

が
上
げ
﹇
つ
﹈
た
ら
、ま
つ
と
溢か
ゝ

る
」（
第

十
四
）
と
出
水
の
具
合
を
答
え
た
後
、

小
松
原
は
「
漁
師
町
を
繞め
ぐ

つ
た
り
、
別

荘
の
松
原
を
廻
つ
た
り
、
七
八
筋
に
分

れ
て
、
又
一
ツ
に
成
つ
て
海
へ
灌そ
そ

ぐ
」

（
第
十
四
）
と
川
を
形
容
す
る
こ
と
か

ら
、
彼
等
の
視
線
は
、
川
の
下
流
で
あ

る
新
宿
側
を
向
い
て
い
る
と
推
察
さ
れ

る
。

【図三】  「逗子及び周辺図（明治 36・39 年測図）」二万分の一地形図（『逗子市史』資料編Ⅰ「古
代　中世　近世Ⅰ」付図（昭和六十年三月逗子市））

①線路と川の交差点、②風早橋、③久木の別荘地、④堰場、⑤橋、⑥新宿へ下る道、⑦別荘地と
松原、⑧堰場へ繋がる道　数字は引用者が記入。
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さ
ら
に
、「
二
人
で
見
て
居
る
う
ち
、
夕
日
の
名
残
﹇
な
ご
り
﹈
が
、
出
崎
の

端は
な

か
ら
発
と
雲
を
射
た
が
、
親
仁
の
額
も
赫く
わ
つと
な
れ
ば
、
線
路
も
颯さ
つ

と
赤
く
染
ま

る
。」（
第
十
四
）
と
あ
る
よ
う
に
、
線
路
に
立
つ
彼
等
は
西
日
を
受
け
て
い
る
。

久
木
方
面
を
向
い
た
場
合
、
額
に
西
日
は
受
け
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
彼
等
は

線
路
と
川
の
交
差
点
（【
図
一
】
の
⑤
）
か
ら
見
て
、
南
西
の
海
側
に
位
置
す
る

新
宿
方
面
へ
進
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
彼
等
が
Ｂ
新
宿
方
面
へ
歩
ん
だ
経
路
を
検
討
し
た
い
。【
図
一
】
に

久
木
の
川
と
線
路
の
交
差
点
⑤
よ
り
下
流
の
川
筋
に
架
か
る
橋
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。「
田
畝
﹇
田
圃
﹈
道
」（
第
十
四
）
の
た
め
、
表
記
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
し
、
参
謀
本
部
陸
軍
測
量
局
編
・
大
日
本
測
量
（
株
）
調
査
部
複
製

『
神
奈
川
県
迅
速
測
図
二
万
分
一
』「
18
小
坪
村
」（
明
治
十
五
年
測
量
同
二
十
五

年
脩
正
、
昭
和
五
十
年
昭
和
礼
文
社
）
に
は
、
線
路
か
ら
緩
や
か
に
下
方
へ
流
れ

る
川
が
、
南
西
の
方
角
へ
と
水
路
を
変
更
す
る
直
前
（【
図
三
】
の
⑤
）
に
、
橋

の
存
在
が
確
認
で
き
る
。

川
の
支
流
に
関
し
て
、【
図
一
】
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、【
図
二
】
に
拠
れ
ば
、

線
路
と
川
の
交
差
点
よ
り
下
っ
た
後
、
西
方
向
の
田
に
向
か
う
小
道
に
水
の
流
れ

（【
図
二
】
の
④
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
水
田
地
帯
が
線
路
か
ら
見
え
た

「
水み
づ
び
た
し浸の
田
」（
第
十
六
）（【
図
三
】
の
⑥
及
び
⑧
の
周
囲
）
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
道
を
進
み
、
田
の
果
て
の
十
字
路
で
久
木
方
面
に
戻
る
道
（【
図
三
】
の
⑧
）

へ
行
け
ば
、
踏
切
へ
繋
が
る
道
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、「
最
う
一
つ
の
路
」（
第
十
五
）
は
、
対
岸
に
別
荘
が
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
新
宿
の
別
荘
地
帯
と
そ
の
周
囲
の
松
原
は
、
前
述
の
水
田
地
帯
か
ら
さ
ら

に
南
下
し
た
場
所
（【
図
三
】
の
⑦
）
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
線
路
と
川
の
交
差
点

か
ら
下
っ
た
後
、
西
方
向
へ
曲
が
ら
ず
に
、
新
宿
の
浜
及
び
別
荘
方
面
へ
進
む
道

（【
図
三
】
の
⑥
を
南
下
）
を
辿
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。【
図
二
】
に
は
こ
の
道
に

も
川
の
流
れ
（【
図
二
】
の
④
）
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
途
中
の
「
巾
﹇
幅
﹈
一

間
と
は
無
い
」「
一ち

ょ
い
と寸
し
た
橋
」（
第
十
六
）
は
、
小
さ
な
橋
で
あ
る
た
め
か
、
確

認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、こ
の
経
路
で
踏
切
の
道
へ
戻
る
に
は
、別
荘
地
（【
図
三
】

の
⑦
）
の
並
ぶ
道
を
西
方
向
に
進
み
、行
き
止
ま
り
で
北
上
（【
図
三
】
の
⑧
の
道
）

し
な
く
て
は
な
ら
な
ら
な
い
た
め
、
遠
回
り
で
は
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
浜
田
や
松
原
、
別
荘
な
ど
の
規
模
や
方
向
、
夕
日
の
射
す
方
向

や
自
筆
原
稿
の
叙
述
を
鑑
み
れ
ば
、
彼
等
が
、
Ｂ
新
宿
方
面
の
経
路
を
進
ん
だ
可

能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
場
所
を
完
全
に
特
定
で
き
る
記
述
が
『
沼
夫
人
』
に
な

い
こ
と
、
ま
た
、
本
作
は
小
説
で
あ
る
た
め
、
場
所
に
関
し
て
脚
色
が
あ
る
可
能

性
か
ら
、
新
宿
方
面
の
正
確
な
経
路
を
完
全
に
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
或
い

は
、
本
作
が
小
説
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
出
水
に
よ
っ
て
通
常
の
道
が
通
常

で
な
く
な
り
、
方
向
感
覚
を
失
い
、
ま
る
で
迷
路
の
中
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
か
の

よ
う
な
小
松
原
た
ち
を
表
現
す
る
た
め
に
、
鏡
花
が
新
宿
の
地
理
を
織
り
交
ぜ
て

描
写
・
脚
色
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
蒼
沼
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
。
酒
田
の
妻
の
言
で
は
、「
梅
雨
あ
け
に
水

が
殖ふ

へ
た
」（
第
二
十
一
）
こ
と
で
「
蒼
沼
が
溢
れ
」（
同
）、「
田
畝
﹇
田
圃
﹈
へ

水
が
出
」（
同
）
て
「
踏
切
の
前
の
橋
も
落
ち
た
」（
同
）
の
で
あ
り
、
診
察
室
の

骸
骨
は
蒼
沼
の
底
か
ら
流
出
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
の
蒼
沼
は
、「
自
分
と
あ

の
人
と
が
為
に
浮
名
を
流
し
た
、
浜
田
の
水
の
源
」（
第
二
十
二
）
で
あ
り
、
田

の
用
水
も
そ
こ
か
ら
来
る
た
め
、
蒼
沼
は
前
述
し
た
久
木
の
川
の
源
と
考
え
ら
れ

る
。



西　

薗　

有
加
利

五
四

蒼
沼
へ
向
か
う
に
は
、「
村
の
故ふ
る
み
ち道
を
横
へ
切
れ
る
細
い
路
」（
第
二
十
三
）
を

進
む
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
は
「
次し
だ
い第
高だ
か

の
棚
田
に
架
つ
て
、
峯
﹇
峰
﹈
か
ら
な
ぞ

へ
に
此こ
な
た方
へ
低
い
」（
同
）
状
況
で
、
道
幅
は
、
馬
の
通
る
位
の
規
模
で
あ
る
と

描
写
さ
れ
る
。
蒼
沼
は
「
山
の
裾
を
分
け
上
」（
同
）
り
、「
右
に
﹇
へ
﹈
折
曲
つ

て
最
う
一
谷
戸
」（
同
）
を
進
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
山
の
奥
深
く
に
位
置
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

久
木
の
川
の
源
流
に
関
し
て
、逗
子
教
育
研
究
会
研
究
調
査
部
編
『
逗
子
市
誌
』

（「
第
二
輯　

古
老
を
囲
ん
で
」
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
逗
子
市
役
所
）
所
収
「
久

木
地
区
古
老
を
囲
ん
で
」
に
拠
れ
ば
、
明
治
生
ま
れ
の
古
老
の
証
言
と
し
て
、「
中

池
、
名
越
池
、
柏
原
池
な
ど
が
あ
」
り
、
久
木
は
「
田
と
畑
ば
か
り
で
あ
っ
た
」。

こ
れ
ら
の
溜
池
に
つ
い
て
、『
逗
子
市
内
の
地
名
調
査
報
告
書
』（
前
掲
）に
は「「
久

木
大
池
」、「
柏
原
の
池
」、「
名
越
の
池
」
な
ど
は
水
が
な
い
時
は
流
し
、
ば
あ
っ

と
流
れ
る
と
溜
め
た
り
、
田
ん
ぼ
を
や
っ
て
行
く
の
に
は
大
変
」
で
あ
っ
た
と
い

う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
池
が
水
田
用
水
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

名
越
池
（【
図
一
】
の
⑨
）
は
踏
切
を
越
え
て
風
早
橋
を
渡
り
、
ト
ン
ネ
ル
の

方
へ
向
か
う
道
の
途
中
に
位
置
す
る
。『
沼
夫
人
』
の
蒼
沼
ま
で
の
道
と
比
較
す

る
と
、
や
や
平
地
に
近
く
、
久
野
谷
の
田
の
水
の
流
れ
か
ら
外
れ
る
。

中
池
は
、【
図
一
】
の
⑩
の
よ
う
に
二
つ
の
池
が
連
な
っ
て
い
る
。
前
掲
『
逗

子
市
誌
』（「
第
二
輯　

古
老
を
囲
ん
で
」）
に
は
、「
中
の
谷
戸
溜
池
」
と
も
記
さ

れ
、
現
在
は
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
一
つ
と
な
り
、
久
木
大
池
と
呼
ば
れ
る
池
で
あ

る
。柏

原
池
（【
図
一
】
の
⑪
）
に
つ
い
て
、
飯
田
武
二
編
『
柏
原
』（
昭
和
六
十
二

年
二
月
柏
原
の
会
）
は
、「
柏
原
大
池
」
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
、「
柏
原
の
奥
」「
土

手
を
積
み
上
げ
た
手
造
り
の
大
池
」
で
「
瓢
箪
に
近
い
形
を
し
て
お
り
、
周
囲
は

一
部
岩
肌
の
鼻
も
あ
る
が
、
左
右
び
っ
し
り
笹
竹
や
樹
木
で
か
こ
ま
れ
」、「
大
池

で
は
結
構
鮒
も
つ
れ
た
し
、
手
製
の
釣
道
具
で
楽
し
め
」、「
田
植
頃
に
水
が
抜
か

れ
、
子
供
の
膝
位
ま
で
の
沼
の
中
で
は
鰻
も
手
づ
か
み
で
と
れ
た
」
と
い
う
。

二
つ
の
谷
戸
の
内
、
右
手
に
位
置
し
て
い
る
点
で
、
蒼
沼
の
モ
デ
ル
と
し
て
は

柏
原
池
の
方
が
相
応
し
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
中
池
は
二
つ
の
池
が
連
な
っ
て
お

り
、
本
作
の
記
述
と
は
異
な
る
。
一
方
、
地
図
で
確
認
さ
れ
る
規
模
か
ら
考
え
る

と
、中
池
の
方
が
「
浜
田
の
水
の
源
」（
第
二
十
二
）
に
相
応
し
い
。
し
た
が
っ
て
、

鏡
花
は
、
久
木
の
川
の
源
流
で
あ
る
、
柏
原
池
・
中
池
を
モ
デ
ル
に
蒼
沼
を
描
写

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
医
学
士
酒
田
の
モ
デ
ル

―
千
葉
吾
一
氏

―

『
色
暦
』（
明
治
四
十
三
年
十
月
「
新
小
説
」）
冒
頭
で
、
線
路
事
故
の
見
解
を

述
べ
る
検
死
の
医
者
及
び
『
沼
夫
人
』
に
登
場
す
る
医
学
士
酒
田
の
モ
デ
ル
が
、

大
庭
征
露
氏
の
エ
ッ
セ
イ
「
母
か
ら
聞
い
た
鏡
花
先
生
の
こ
と
」（9
）か
ら
、
彼

の
父
親
で
あ
る
千
葉
病
院
院
長
千
葉
吾
一
氏
で
あ
る
こ
と
は
、拙
稿
「
泉
鏡
花
『
色

暦
』論

―
素
材
・
モ
デ
ル
を
中
心
に

―
」（
平
成
二
十
七
年
十
月「
国
語
国
文
」。

以
下
「
前
稿
」）
で
述
べ
た
。

大
庭
氏
は
、
鏡
花
と
の
交
流
を
「
三
十
年
以
上
前
（
明
治
末
年
）」
と
推
測
し
、

「
鏡
花
夫
妻
と
私
の
家
と
の
関
係
は
今
時
普
通
の
医
者
と
患
家
と
の
間
よ
り
も
う

少
し
親
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、出
不
精
の
母
も
時
々
散
歩
に
引
張
出
さ
れ
」

た
と
い
う
。



泉
鏡
花
『
沼
夫
人
』
に
お
け
る
作
品
舞
台
と
モ
デ
ル

五
五

酒
田
の
モ
デ
ル
が
千
葉
吾
一
氏
で
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
、
彼
の
経
歴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

黒
田
康
子
氏（
10
）に
拠
れ
ば
、
安
政
六
年
﹇
一
八
五
九
﹈（
戸
籍
で
は
万
延
元

年
﹇
一
八
六
〇
﹈）、
宮
城
県
の
代
々
続
く
医
者
の
家
系
に
生
ま
れ
た
千
葉
吾
一
氏

は
、
明
治
十
四
年
に
は
既
に
五
日
市
町
（
現
・
東
京
都
あ
き
る
野
市
）
に
応
天
堂

病
院
を
開
業
し
、
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
て
い
た
。

ま
た
、
百
年
誌
編
纂
委
員
会
編
『
逗
子
開
成
百
年
史
』（
平
成
十
五
年
四
月
逗

子
開
成
学
園
）
所
収
の
履
歴
に
拠
れ
ば
、
明
治
十
五
年
十
一
月
海
軍
軍
医
補
、
翌

年
十
二
月
海
軍
少
軍
医
、明
治
二
十
三
年
九
月
海
軍
大
軍
医
。日
清
戦
争
の
始
ま
っ

た
明
治
二
十
七
年
十
二
月
に
旅
順
口
海
軍
根
拠
地
海
兵
団
軍
医
官
、
翌
年
四
月
劉

公
島
要
港
司
令
部
軍
医
長
、
六
月
劉
公
島
衛
生
委
員
長
、
劉
公
島
要
港
司
令
官
、

十
二
月
軍
艦
磐
城
軍
医
長
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
後
明
治
三
十
年
三
月
従
六
位
に

叙
さ
れ
、
十
二
月
軍
艦
比
叡
軍
医
長
、
明
治
三
十
四
年
六
月
軍
艦
鎮
遠
軍
医
長
、

十
一
月
勲
五
等
瑞
宝
章
授
与
さ
れ
、
明
治
三
十
六
年
六
月
予
備
役
と
な
る
。
そ
の

後
「
逗
子
に
静
養
圏マ
マ

医
院
を
開
業
し
、
後
に
千
葉
病
院
と
改
称
」、
明
治
三
十
七

年
五
月
か
ら
明
治
四
十
五
年
ま
で
第
二
開
成
中
学
校
の
校
主
を
務
め
、
昭
和
二
年

逝
去
し
た
。

黒
田
氏（
11
）は
、
田
越
村
定
住
が
確
認
で
き
る
明
治
三
十
七
年
二
月
以
前
に
は
、

千
葉
病
院
を
開
業
し
た
と
す
る
。『
逗
子
市
史
』
資
料
編
Ⅲ
近
現
代
（
平
成
三
年

三
月
逗
子
市
）
に
も
、「
明
治
三
十
七
年
四
月
一
日
、旧
称
田
越
村
村
医
就
職
以
来
、

大
正
十
五
年
四
月
拾
五
日
辞
職
ニ
至
ル
迄
、
其
ノ
年
数
二
十
二
ケ
年
ニ
及
ヘ
リ
」

と
あ
り
、
開
業
は
、
予
備
役
と
な
っ
た
明
治
三
十
六
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
、
遅

く
て
も
明
治
三
十
七
年
四
月
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
鏡
花
の
二
度
目
の
逗
子
滞
在

は
明
治
三
十
八
年
七
月
下
旬
で
あ
る
か
ら
、
当
時
既
に
千
葉
病
院
は
開
業
し
て
い

た
。『

沼
夫
人
』
の
設
定
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
本
作
で
は
、
お
房
に
出
会
い
、「
鉄

道
往
生
」（
第
九
）
未
遂
を
引
き
起
こ
し
た
時
を
、「
丁
ど
戦
争
の
あ
つ
た
年
」（
第

十
）
で
あ
る
「
三
年
前
」（
第
九
）
の
「
九
月
の
末
」（
第
十
）
と
す
る
。
本
作
発

表
が
明
治
四
十
一
年
六
月
で
あ
る
か
ら
、
作
中
の
現
在
時
間
は
明
治
四
十
年
夏
で

あ
り
、し
た
が
っ
て
彼
等
の
出
会
い
は
明
治
三
十
七
年
の
「
七
月
盆
過
ぎ
」（
第
十
）

と
な
る
。
小
松
原
は
、
お
房
よ
り
も
一
年
早
く
明
治
三
十
六
年
に
逗
子
に
来
た
こ

と
に
な
り
、
鏡
花
の
滞
在
時
期
と
一
致
し
な
い
が
、「
出
征
軍
人
の
妻
」
と
い
う

設
定
の
た
め
、
日
露
戦
争
の
起
こ
っ
た
期
間
内
に
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
稿
で
も
引
い
た
が
、
増
島
信
吉
『
逗
子
と
葉
山
』（
大
正
二
年
八
月
松
林
堂

書
店
）「
現
今
の
逗
子
」
に
拠
れ
ば
、
千
葉
病
院
は
「
本
宅
及
び
診
療
所
と
道
路

を
隔
て
ゝ
病
院
を
有
し
」
て
い
た
た
め
、
本
宅
と
診
療
所
が
同
一
の
建
物
だ
っ
た

と
す
れ
ば
、
邸
宅
の
一
室
に
診
察
室
が
あ
る
本
作
の
設
定
に
一
致
す
る
。

こ
れ
も
前
稿
で
指
摘
し
た
が
、「
母
か
ら
聞
い
た
鏡
花
先
生
の
こ
と
」（
前
掲
）

で
は
、
鏡
花
は
、
吾
一
氏
の
所
有
す
る
本
物
の
髑
髏
が
見
た
く
て
堪
ら
な
い
の
に

ど
う
し
て
も
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
部
屋
の
前
迄
は
行
く
が
氏
が
戸
を
開
け
る
前

に
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
い
い
、
本
作
で
酒
田
の
診
察
室
に
骸
骨
が
あ
っ
た
こ
と
と

類
似
す
る
。
実
際
に
吾
一
氏
が
髑
髏
を
持
っ
た
写
真
も
残
っ
て
お
り
、
厳
密
に
は

本
作
の
骸
骨
と
相
違
す
る
が
、
恐
ら
く
本
物
の
髑
髏
す
ら
見
ら
れ
な
か
っ
た
鏡
花

が
、部
屋
に
置
か
れ
た
髑
髏
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
本
作
を
発
想
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

検
死
を
担
当
し
て
い
た
彼
か
ら
、
何
ら
か
の
鉄
道
自
殺
の
話
を
聞
い
て
い
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。



西　

薗　

有
加
利

五
六

さ
ら
に
、『
沼
夫
人
』
の
酒
田
と
千
葉
吾
一
氏
と
は
、
身
体
的
特
徴
や
嗜
好
で

も
一
致
す
る
。
診
察
室
で
の
出
来
事
に
震
え
る
小
松
原
を
宥
め
な
が
ら
、
酒
田
が

髯
を
捻
る
場
面
は
、
髯
を
生
や
し
て
い
た
吾
一
氏
の
面
影
を
写
し
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
酒
田
が
喫
煙
者
で
あ
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
酒
田
が
小
松
原
と
夜
多
く

の
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
や
、「
葡
萄
酒
」（
第
八
）
の
話
も
、
西
田
耕
三
氏（
12
）に
拠

れ
ば
、「
海
軍
時
代
は
、
相
当
の
酒
豪
」
で
「
様
々
な
洋
酒
の
瓶
が
棚
に
並
ん
で

い
た
」
こ
と
と
関
連
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
本
作
で
「
医
学
士
は
嘗
て
一
年
志
願

兵
で
も
あ
つ
た
」（
第
七
）
と
す
る
点
も
、
吾
一
氏
が
日
清
戦
争
で
軍
医
と
し
て

従
事
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。

そ
の
ほ
か
、『
尼
ケ
紅
』（
明
治
四
十
二
年
二
月
・
四
月
「
新
小
説
」）
に
お
い
て
、

海
で
溺
れ
か
け
た
江
崎
の
妻
を
往
診
に
来
る
医
者
も
、
彼
が
モ
デ
ル
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。『
尼
ケ
紅
』
の
江
崎
は
日
露
戦
争
の
後
遺
症
で
神
経
衰
弱
に
悩
む
が
、

こ
う
し
た
病
状
も
彼
か
ら
聞
い
た
か
も
し
れ
な
い
。改
訂
逗
子
町
誌
刊
行
会
編『
改

訂
逗
子
町
誌
』（
昭
和
四
十
九
年
十
月
逗
子
市
）
に
は
、
明
治
四
十
年
に
吾
一
氏

が
在
郷
軍
人
団
を
創
設
し
、
団
長
と
な
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
を
通
じ
て
軍

人
と
の
交
流
が
あ
っ
た
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
千
葉
吾
一
氏
を
モ
デ
ル
と
す
る
作
品
が
複
数
見
ら
れ
た
が
、

そ
の
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
部
屋
の
髑
髏
を
除
い
て
も
、
幾
つ
か
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
軍
医
と
い
う
、
軍
人
で
あ
り
医
者
で
も
あ
る
と
い
う
肩
書
で
あ
る
。『
外

科
室
』（
明
治
二
十
八
年
六
月
「
文
芸
倶
楽
部
」）
の
医
学
士
高
峰
や
、『
龍
潭
譚
』

（
明
治
二
十
九
年
十
一
月
「
文
芸
倶
楽
部
」）
の
「
海
軍
の
少
尉
候
補
生
」、『
銀
短

冊
』（
明
治
三
十
八
年
四
月
「
文
芸
倶
楽
部
」）
の
軍
人
な
ど
の
例
か
ら
、
鏡
花
が

医
者
や
軍
人
を
崇
拝
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
鏡
花
に
あ
っ
て
「
他
人
の

【図四】増島信吉『逗子と葉山』（大正二年八月松林堂書店）【図五】大庭義人氏所蔵



泉
鏡
花
『
沼
夫
人
』
に
お
け
る
作
品
舞
台
と
モ
デ
ル

五
七

妻
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
そ
の
初
期
か
ら
看
取
で
き
る
が
、
日
露
戦
争
と
い
う
背
景

を
得
て
、「
軍
人
の
妻
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
『
銀
短
冊
』
同
様
、『
沼
夫
人
』
で
も

描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
三
年
前
「
小
松
原
／
お
房
／
軍
人
で
あ
る
夫
」
の
形
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
三
人
の
関
係
は
、
自
分
達
以
外
の
人
の
気
配
に
怯
え
た
酒
田
の

細
君
が
、
思
わ
ず
一
番
近
く
に
い
た
小
松
原
の
膝
に
し
が
み
つ
い
た
の
を
見
た
酒

田
が
、「
蒼
沼
の
水
は
可お

そ
ろ恐
し
い
、
人
を
し
て
不
倫
の
恋
を
な
さ
し
む
る
か
と
﹇
、﹈

私
は
嫉
ま
う
と
し
た
。」（
第
二
十
一
）
と
述
懐
す
る
よ
う
に
、一
瞬
で
は
あ
る
が
、

再
び
「
小
松
原
／
酒
田
の
妻
／
酒
田
」
の
形
で
連
環
す
る
。

ま
た
、
怪
異
／
幻
想
に
対
す
る
科
学
的
な
観
点
を
取
り
入
れ
る
た
め
で
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
尾
氏（
13
）は
、
酒
田
が
医
師
と
し
て
、
小
松
原
の
見
て
い

る
も
の
を
「「
神
経
」
作
用
」
と
解
釈
し
、「
茶
化
そ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
逆

に
「
神
経
」
質
な
小
松
原
を
浮
き
彫
り
に
し
て
し
ま
う
」
と
指
摘
す
る
。
怪
異
を

信
じ
が
ち
な
小
松
原
が
、
周
囲
の
状
況
を
、
華
胥
の
国
の
夢
の
実
現
や
、
お
房
の

な
す
業
に
よ
る
も
の
と
感
じ
て
い
く
の
に
対
し
、聞
き
手
酒
田
は
否
定
的
で
あ
り
、

蒼
沼
か
ら
流
出
し
た
骸
骨
も
お
房
で
は
な
い
と
す
る
。
廊
下
に
立
っ
た
と
き
、
酒

田
は
、
小
松
原
や
妻
以
外
の
気
配
を
感
じ
て
動
揺
す
る
も
の
の
、
診
察
室
の
骸
骨

の
前
に
鼈
す
っ
ぽ
んが
三
匹
出
て
も
、「
嘸さ
ぞ

ま
た
蒼
沼
か
ら
、
迎
む
か
ひ﹇
へ
﹈に
来
た
と
言
ふ
だ
ら
う
な

あ
。」（
第
二
十
二
）
と
は
ぐ
ら
か
し
て
い
る
。
酒
田
が
蒼
沼
の
「
可あ

や怪
し
」（
第

二
十
七
）
さ
を
認
め
る
の
は
、
本
作
の
最
後
、
小
松
原
か
ら
蒼
沼
で
の
話
を
聞
い

た
と
き
で
あ
る
。
酒
田
は
近
代
科
学
に
基
づ
く
医
者
で
あ
り
、
安
易
に
怪
異
／
幻

想
を
信
じ
よ
う
と
は
し
な
い
。
怪
異
／
幻
想
を
、
お
房
に
よ
る
も
の
か
蒼
沼
に
よ

る
も
の
か
区
別
で
き
な
い
ま
ま
、
受
け
入
れ
て
い
く
小
松
原
と
い
う
存
在
を
描
く

た
め
に
も
、
対
照
的
な
酒
田
は
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
千
葉
吾
一
氏
は
、
鏡
花
の
「
逗
子
も
の
」
に
様
々
な
素
材
を
提

供
し
、
自
ら
も
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、 

自
筆
原
稿
か
ら
見
た
『
沼
夫
人
』

―
異
同
・
改
変
・
修
正
な
ど

―

『
沼
夫
人
』
の
自
筆
原
稿
は
、
慶
応
義
塾
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
秋
山

稔
氏（
14
）に
拠
れ
ば
、「
題
名
「
つ
き
の
ぬ
ま
」
↓
「
沼
夫
人
」・
和
紙
一
一
一
枚
・

墨
書
」
と
あ
る
。
ほ
ぼ
総
ル
ビ
で
あ
る
。

こ
の
自
筆
原
稿
と
雑
誌
初
出
を
比
較
し
た
結
果
、
展
開
に
関
わ
る
大
き
な
異
同

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
細
か
な
異
同
が
相
当
数
あ
っ
た
。
初
出
の
校
正
刷
が
現

存
し
て
い
な
い（
15
）た
め
確
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
異
同
は
校
正
段
階
で

の
修
正
の
可
能
性
が
高
い
。

自
筆
原
稿
に
つ
い
て
は
、
檜
谷
昭
彦
氏
・
長
谷
川
端
氏
・
三
田
英
彬
氏
「
泉
鏡

花
文
庫
自
筆
原
稿
目
録

―
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵

―
」（
16
）に
詳
し
い
が
、
既

に
指
摘
さ
れ
た
部
分
以
外
で
、
本
作
の
解
釈
に
関
わ
る
異
同
及
び
自
筆
原
稿
で
の

修
正
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
登
場
人
物
名
の
改
変
で
あ
る
。
小
松
原
は
初
出
で
「
お
房
さ
ん
」（
第

十
六
）
と
呼
び
か
け
る
が
、
自
筆
原
稿
で
は
「
町
さ
ん
お
町ま
ち

さ
ん
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
前
半
の
「
町
さ
ん
」
が
墨
で
消
さ
れ
て
い
る
。
小
松
原
が
骸
骨
に
対
し
て

「
骨
に
な
つ
て
も
小
町
は
小
町
だ
」（
第
二
十
）
と
言
う
こ
と
か
ら
、「
秋
風
の
吹

く
に
つ
け
て
も
あ
な
め
あ
な
め
」
と
い
う
声
の
在
り
処
を
探
す
と
、
野
ざ
ら
し
に

な
っ
た
小
町
の
髑
髏
の
目
を
薄
が
貫
い
て
い
た
と
い
う
小
町
説
話
を
踏
ま
え
て
い



西　

薗　

有
加
利

五
八

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
上
に
「
お
町
さ
ん
」
と
い
う
名
前
に
な
れ
ば
、

そ
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
に
も
明
瞭
で
あ
る
た
め
、敢
え
て
「
お
房
さ
ん
」

へ
と
改
変
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
酒
田
」
の
名
前
も
、
そ
の
下

に
「
□
嶋
」（
□
は
判
読
不
能
文
字
。
以
下
同
じ
）
や
「
竹た
け
ゐ井
」
と
い
う
名
の
書

か
れ
た
跡
が
あ
る
。「
立
二
」
の
ル
ビ
も
当
初
「
り
ふ
じ
」
で
は
な
く
「
た
つ
じ
」

で
あ
っ
た
。名
前
は
執
筆
当
初
か
ら
定
ま
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
は
、
小
松
原
が
蒼
沼
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
お
房
の
姿
を

し
た
婦
に
縋
る
場
面
で
、
お
房
の
黒
髪
が
「
冷つ
め
たく
﹇
、﹈
涼す
ゞ
しく
﹇
、﹈
た
ら
〳
〵
と

腕か
い
なに
掛か
ゝ

る
」（
第
二
十
七
）
と
あ
る
の
が
、
自
筆
原
稿
で
は
「
腕か
い
なに
掛か
ゝ

つ
□
接キ

ス吻

　
　

る
」
の
「
つ
□
接キ

ス吻　
　

」
を
消
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
、
末
尾
で
、
快
復
し
た
小
松
原
に
対
す
る
酒
田
の
台
詞
で
あ
る
。
自
筆

原
稿
に
は
、「
昔む
か
しだ
と
、仏ぶ
つ
も
ん門
に
入い

る
処と
こ
ろだ
が
、君き
み

は
哲て
つ
が
く学
を
学や

つ
と
る
人ひ
と

だ
か
ら
、

其そ
れ

に
も
及お
よ

ぶ
ま
い
。
し
か
し
、
蒼あ
を

沼ぬ
ま

は
可お

恐そ
ろ

し
い
な
。」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

初
出
で
は
「
可お
そ
ろ恐
し
い
な
」
が
「
可あ

や怪
し
い
な
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
台
詞
に
続
け
て
、
自
筆
原
稿
で
は
、「
□
の
意
味
が
解
る
な
。」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
、
こ
れ
を
墨
で
消
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
酒
田
が
「
蒼
沼
の
可お

恐そ
ろ

し
」
さ

の
「
意
味
が
解
る
な
。」
と
小
松
原
に
諭
し
、
念
押
し
す
る
こ
と
か
ら
、『
沼
夫
人
』

の
主
題
が
お
房
と
の
再
会
よ
り
も
、
蒼
沼
の
恐
ろ
し
さ
、
怪
し
さ
を
描
く
こ
と
に

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
酒
田
の
言
葉
か
ら
は
、
蒼
沼
で
の
お
房
は
、

小
松
原
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
蒼
沼
が
見
せ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
の
解

釈
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
を
削
除
し
た
の
は
、
読
者
の
解
釈
が
定
ま
る
の

を
避
け
て
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。

五
、
芭
蕉
の
イ
メ
ー
ジ

―
蒼
沼
の
怪
し
さ

―

本
作
で
、
鏡
花
は
蒼
沼
に
群
生
す
る
植
物
を
一
度
だ
け
「
水
芭
蕉
」（
第

二
十
四
）
と
表
記
し
、
残
る
九
回
は
「
芭
蕉
」（
う
ち
一
回
「
大
芭
蕉
」（
第

二
十
七
））
と
し
て
い
る
。
水
芭
蕉
は
サ
ト
イ
モ
科
、
芭
蕉
は
バ
シ
ョ
ウ
科
の
植

物
で
あ
り
、
随
筆
『
曙
山
さ
ん
』（
明
治
四
十
年
九
月
「
新
小
説
」）
に
う
か
が
え

る
鏡
花
の
園
芸
趣
味
か
ら
見
て
、
両
者
を
混
同
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
当

時
の
愛
読
書
で
あ
っ
た
前
田
曙
山
『
園
芸
文
庫
』
第
四
巻
（
明
治
三
十
六
年
十
月

春
陽
堂
）「
十
月
之
部　

芭
蕉
」
に
は
、「
本
来
唐
土
よ
り
渡
り
た
る
も
の
に
て
、

事
は
平
安
朝
以
前
に
於
け
る
も
の
ゝ
如
し
、
其
形
は
人
の
知
る
如
く
、
翠
緑
滴
る

が
如
き
葉
に
し
て
大
な
る
事
丈じ
や
う
き
よ
許
、
幅
一
二
尺
、
日
本
に
在
る
植
物
に
し
て
、
葉

の
大だ
い

な
る
は
之
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、「
芭
蕉
は
其
丈
の
長

大
な
る
を
以
て
、
専
ら
園
養
さ
れ
、
殊
に
寺
院
の
庭
に
は
、
必か
な

ら
ず
此
者
の
一
株

を
栽う

え
ざ
る
可べ
か

ら
ざ
る
有
様
」
と
あ
る
よ
う
に
、
芭
蕉
は
主
に
観
賞
用
と
し
て
庭

に
植
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
蒼
沼
に
は
山
地
湿
原
に
群
生
す
る
水
芭
蕉

（
た
だ
し
主
に
標
高
の
高
い
場
所
に
生
息
）
の
方
が
自
然
で
あ
る
。
一
方
で
、
芭

蕉
は
水
芭
蕉
よ
り
も
圧
倒
的
に
大
き
な
葉
を
持
つ
。

「
水
芭
蕉
」
よ
り
も
「
芭
蕉
」
の
表
記
が
圧
倒
的
に
多
く
、「
大
芭
蕉
」
の
表
記

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
編
集
過
程
で
「
大
」
と
「
水
」
が

間
違
わ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
筆
原
稿
で
は
「
大
芭
蕉
」
の
「
大お
ほ

」

の
上
に
「
水
」
と
書
き
直
し
、「
み
づ
」
と
ル
ビ
を
振
っ
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
鏡
花
は
意
図
的
に
「
水
芭
蕉
」
と
書
き
直
し
た
の
で
あ
る
。

水
芭
蕉
の
葉
は
、
花
が
咲
い
た
後
、
時
に
一
メ
ー
ト
ル
程
の
大
き
さ
に
な
る
と



泉
鏡
花
『
沼
夫
人
』
に
お
け
る
作
品
舞
台
と
モ
デ
ル

五
九

い
う
が
、「
森
を
欺
く
や
う
な
水
芭
蕉
」（
第
二
十
四
）
が
「
も
の
ゝ
十
丈
も
あ
ら

う
と
見
え
て
、
恰
も
此
の
蒼
沼
に
颯さ

つ

と
萌
黄
の
窓
か
あ
て
ん﹇
カ
ア
テ
ン
﹈

帷
を
掛
け
て
、

倒

さ
か
さ
ま﹇
全
集「
ま
」ナ
シ
﹈に

裾
を
開
い
た
や
う
」（
同
）
と
あ
る
よ
う
に
、
鏡
花
は
非
常
に
巨
大
な
水
芭
蕉
を

想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
蒼
沼
の
奇
怪
さ
を
強
調
す
る
た
め
、
現
実
に
は

有
り
得
な
い
、
お
化
け
の
如
き
大
き
さ
の
水
芭
蕉
を
描
写
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
水
芭
蕉
」
を
「
水
辺
の
巨
大
な
芭
蕉
」
と
考
え
る

余
地
も
皆
無
で
は
な
い
。
し
か
し
、
芭
蕉
／
水
芭
蕉
の
ど
ち
ら
か
一
方
と
言
う
よ

り
は
、
超
自
然
的
な
架
空
の
植
物
と
見
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
何
故
一
箇
所
の
み
「
水
芭
蕉
」
と
し
、
他
の
箇
所
は
全
て
「
芭
蕉
」
と

し
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、
芭
蕉
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
関
係
す
る
。

例
え
ば
、
謡
曲
『
芭
蕉
』（17
）で
は
芭
蕉
の
精
が
女
性
の
姿
で
現
れ
る
。
楚
国

の
山
中
で
、
毎
晩
法
華
経
を
読
経
す
る
ワ
キ
僧
を
密
か
に
聴
聞
す
る
前
シ
テ
の
女

人
は
、
ワ
キ
に
草
木
成
仏
の
い
わ
れ
を
尋
ね
、
自
ら
が
芭
蕉
の
精
で
あ
る
こ
と
を

仄
め
か
し
中
入
す
る
。
ア
イ
で
あ
る
楚
国
の
人
物
が
様
々
な
芭
蕉
に
関
す
る
説
話

を
語
っ
た
後
、
読
経
を
続
け
る
ワ
キ
の
許
に
、
後
シ
テ
の
非
情
の
精
、
つ
ま
り
芭

蕉
の
精
で
あ
る
女
が
現
れ
、
諸
法
実
相
を
語
り
、
舞
を
舞
っ
て
姿
を
消
す
。
特
に
、

ア
イ
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
芭
蕉
葉
の
夢
の
故
事
の
変
形
話
は
、
芭
蕉
の
葉
で
骸む
く
ろを

包
む
点
で
本
作
と
類
似
す
る
。
す
な
わ
ち
、
昔
狩
人
が
夢
に
山
中
で
大
鹿
の
死
ん

で
い
る
の
を
発
見
し
、
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
が
一
人
で
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
芭

蕉
の
葉
で
大
鹿
を
隠
し
た
と
こ
ろ
で
目
が
覚
め
る
。
夢
心
に
嬉
し
く
な
っ
た
狩
人

は
実
際
に
山
中
に
向
か
う
が
、
死
ん
だ
鹿
は
お
ろ
か
生
き
た
鹿
す
ら
出
会
え
ず
、

夢
の
儚
さ
を
実
感
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

澤
田
瑞
穗
氏（
18
）に
拠
れ
ば
、
宋
の
洪
邁
『
夷
堅
志
』
に
類
話
が
あ
る
。
庚
志

巻
六
「
蕉
小
娘
子
」
は
、
庭
の
芭
蕉
が
化
け
た
も
の
と
知
ら
ず
、
緑
衣
の
女
性
と

交
わ
っ
た
た
め
亡
く
な
っ
た
男
の
話
で
あ
り
、
丙
志
巻
十
二
「
紫
竹
園
女
」
は
、

緑
衣
の
女
性
を
数
晩
泊
め
た
と
こ
ろ
男
の
具
合
が
悪
く
な
り
、
後
に
残
っ
た
女
の

袖
が
芭
蕉
の
葉
で
あ
っ
た
た
め
庭
の
芭
蕉
を
抜
き
取
っ
た
と
こ
ろ
血
が
流
れ
た
と

い
う
話
で
あ
る
。「
泉
鏡
花
蔵
書
目
録
」（19
）の
「
支
那
の
部
」
に
は
「
夷
堅
志
（
木
）   

二
十
冊
」
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図

書
館
所
蔵
の
乾
隆
戊
戌
年
﹇
一
七
七
八
﹈
序
「
夷
堅
志
」
は
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
・

己
・
庚
・
辛
・
壬
・
癸
の
各
上
下
十
集
二
十
巻
か
ら
成
る
線
装
本
で
あ
り
、
そ
の

庚
集
下
に
「
蕉
小
娘
子
」
の
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

日
野
巌
氏（
20
）に
拠
れ
ば
、
日
本
で
も
、
平
秩
東
作
編
『
夷い

か歌
百
鬼
夜
狂
』（
天

明
五
年
﹇
一
七
八
五
﹈
成
立
）
に
、「
物
す
ご
き
形
を
み
す
る
ば
せ
を
は
も
霜
に

は
き
え
て
う
せ
ぬ
べ
ら
な
り
」（21
）と
あ
る
よ
う
に
、
芭
蕉
の
怪
異
が
広
く
信
じ

ら
れ
て
お
り
、ま
た
、佐
藤
成
裕
『
中
陵
漫
録
』（
文
政
九
年
﹇
一
八
二
六
﹈
成
立
）

巻
十
三
に
も
以
下
の
類
話
が
あ
る
。

昔
し
信
州
の
某
寺
に
一
僧
あ
り
。
夜
、
書
を
読
て
深
更
に
至
る
。
一
美
人
来

て
此
僧
に
戯
る
。
此
僧
、
大
に
怒
て
此
婦
人
を
刀
に
て
打
去
る
。
其
帰
路
皆

血
点
あ
り
。
翌
朝
、
其
血
を
尋
至
て
見
れ
ば
、
庭
間
の
芭
蕉
、
尽
く
絶
て
地

上
に
倒
て
あ
り
。
人
々
見
て
皆
云
く
、
此
芭
蕉
の
魂
化
生
し
て
婦
人
と
な
り

た
る
べ
し
と
云
。〔
中
略
〕琉
球
人
に
会
し
て
、琉
球
の
蕉
園
の
事
を
尋
る
に
、

〔
中
略
〕
夜
深
更
に
此
中
を
独
行
す
る
時
は
、
必
ず
蕉
妖
に
逢
ふ
。
其
の
形

は
皆
婦
人
な
り
。
敢
て
人
を
害
す
る
事
な
し
。
只
人
の
其
婦
人
を
見
て
驚
く

の
み
。
他
の
害
あ
る
事
を
聞
ず
と
云
。
此
妖
を
防
ぐ
は
日
本
の
刀
な
り
。
刀



西　

薗　

有
加
利

六
〇

を
帯
て
過
る
時
は
、
此
妖
に
逢
ふ
事
な
し
と
云
て
、
各
日
本
刀
を
貴
ぶ
な
り
。

（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
第
二
巻
、
昭
和
四
年
七
月
日
本
随
筆
大
成
刊
行

会
））

美
女
に
化
し
た
芭
蕉
を
刀
で
斬
る
の
は
、
本
作
で
小
松
原
が
お
房
の
幻
に
乞
わ

れ
て
、
蒼
沼
に
群
生
す
る
水
芭
蕉
を
小
刀
で
切
る
こ
と
と
類
似
す
る
。
謡
曲
『
芭

蕉
』
を
は
じ
め
、こ
れ
ら
の
説
話
か
ら
発
想
が
得
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

以
上
、
本
作
で
は
、
蒼
沼
に
群
生
す
る
巨
大
な
水
芭
蕉
に
芭
蕉
の
怪
異
を
重
ね

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
水
芭
蕉
は
芭
蕉
の
葉
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ

の
名
の
つ
い
た
よ
う
に
、
両
者
は
葉
の
部
分
に
お
い
て
は
類
似
性
を
持
つ
。
鏡
花

は
、
沼
に
生
え
る
植
物
と
し
て
現
実
的
に
「
水
」
芭
蕉
と
書
い
た
が
、
芭
蕉
の
持

つ
怪
し
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
す
る
た
め
、
そ
れ
を
巨
大
な
水
芭
蕉
と
し
て

創
造
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
蒼
沼
に
群
生
し
て
い
た
の
は
、
水
芭
蕉
と
芭

蕉
、
両
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
併
せ
持
つ
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
植
物
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
蒼
沼
で
出
逢
っ
た
お
房
は
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
西
尾
氏（
22
）は
、
蒼

沼
で
再
会
し
た
お
房
は
、
小
松
原
の
内
面
世
界
が
作
り
出
し
た
も
の
で
も
、
単
な

る
幽
霊
で
も
な
く
、
彼
女
を
形
作
っ
て
い
る
の
は
こ
の
世
で
果
た
せ
な
か
っ
た
女

性
た
ち
の
思
い
の
集
積
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
確
か
に
蒼
沼
で
の
お
房
は
、
三

年
前
の
お
房
と
は
明
ら
か
に
違
う
印
象
を
受
け
る
。
お
房
は
小
松
原
に
、
自
分
が

酒
田
の
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
骸
骨
の
こ
と
も
自
分
が
教
え
た
と
話
す
の
だ

が
、
も
し
お
房
が
生
き
て
い
る
と
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
近
代
的
論
理
に
立
つ
酒

田
が
こ
れ
を
小
松
原
に
告
げ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
酒
田

が
婦
の
骸
骨
を
お
房
で
は
な
い
と
断
言
し
た
の
は
、
実
は
お
房
が
生
き
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
だ
、
と
も
読
め
る
が
、
そ
の
場
合
、
お
房
の
生
存
を
小
松

原
に
隠
す
理
由
が
必
要
と
な
る
。
お
房
が
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
小
松
原
に
と
っ

て
救
い
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
隠
す
必
要
は
無
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
芭
蕉
の
怪
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
念
頭
に
置
き
、
蒼
沼
で
の
お
房
に
つ
い

て
考
え
た
と
き
、
小
松
原
が
、
婦
の
骸
骨
を
大
き
な
水
芭
蕉
の
葉
に
載
せ
て
蒼
沼

に
返
し
た
こ
と
が
、何
者
か
定
か
で
な
い
、お
房
の
幻
を
顕
現
さ
せ
る
一
因
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
む
す
び

本
稿
で
は
、『
沼
夫
人
』
が
久
木
の
池
を
舞
台
と
す
る
こ
と
、
小
松
原
と
お
房

の
辿
っ
た
道
筋
を
詳
細
に
考
察
し
た
。
次
に
、
医
学
士
酒
田
の
モ
デ
ル
が
千
葉
吾

一
氏
で
あ
る
こ
と
、
彼
が
鏡
花
作
品
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
自
筆
原
稿
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
蒼
沼
に
お
け
る
芭
蕉
／
水
芭
蕉

に
は
、
芭
蕉
が
持
つ
怪
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
寺
田
透
氏（
23
）の
い
う
よ
う
に
、
本
作
で
「
描
写
さ
れ
る
湘
南
の
自
然
は
こ

こ
で
は
背
景
や
舞
台
装
置
で
は
な
く
、
主
要
登
場
者
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
」
な
の

で
あ
り
、
実
在
の
逗
子
に
お
け
る
久
木
の
川
や
池
、
田
な
ど
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

鏡
花
の
想
像
力
に
よ
っ
て
本
作
に
結
実
し
た
と
い
え
よ
う
。

明
治
四
十
一
年
に
発
表
さ
れ
た
「
逗
子
も
の
」
の
う
ち
、
本
作
以
外
に
『
草
迷

宮
』（
一
月
春
陽
堂
）、『
頰
白
』（
四
月
「
文
芸
倶
楽
部
」
後
に
『
頰
白
鳥
』
と
改

題
）
が
あ
る
。
寺
田
氏（
24
）は
、「『
草
迷
宮
』
の
第
四
十
四
回
で
、
女
妖
の
語
る

明
を
主
題
と
い
う
か
対
象
と
い
う
か
、
と
り
こ
ん
だ
架
空
談
が
日
常
化
さ
れ
た
形



泉
鏡
花
『
沼
夫
人
』
に
お
け
る
作
品
舞
台
と
モ
デ
ル

六
一

で
こ
の
作
品
の
、
小
松
原
立
二
と
、
子
供
の
保
養
に
つ
い
て
来
て
い
る
出
征
士
官

の
妻
房
子
の
関
係
に

っ
て
い
る
と
言
え
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
よ
り
似
通
っ

て
い
る
の
は
、『
頰
白
』
と
、
そ
の
二
ヶ
月
後
に
発
表
さ
れ
た
『
沼
夫
人
』
で
あ

ろ
う
。
こ
の
両
者
の
詳
細
な
比
較
は
、
別
稿
で
述
べ
た
い
。

注

（
1
） 

明
治
四
十
一
年
六
月
十
三
日
「
東
京
朝
日
新
聞
」「
六
月
の
新
作
」（
篆
隷
子
（
西

村
酔
夢
））「
極
め
て
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
、神
秘
的
な
描
き
方
、筆
に
は
申
分
が
な
い
、

是
で
若
し
草
双
紙
式
の
見
方
を
捨
て
ゝ
近
代
的
な
深
い
意
義
を
持
た
し
た
ら
鏡
花

君
は
蓋
し
日
本
の
メ
イ
テ
ル
リ
ン
ク
だ
、
白
眉
の
作
。」、
同
年
六
月
十
五
日
「
文

章
世
界
」「
六
月
の
雑
誌
」（
無
署
名
）「
作
者
の
特
色
を
充
分
に
備
へ
た
も
の
と
い

へ
ば
そ
れ
で
足
り
る
。
こ
の
人
の
作
に
対
し
て
新
旧
乃
至
巧
拙
を
問
ふ
は
、
問
ふ

者
が
愚
だ
。」。

（
2
） 

「
木
下
利
玄
日
記
（
新
資
料
）（
下
）

―
「
白
樺
」
前
史

―
」（
昭
和
五
十
七
年

十
月
「
文
学
」）。

（
3
） 

例
え
ば
、
脇
明
子
氏
は
『
幻
想
の
論
理　

泉
鏡
花
の
世
界
』（
昭
和
四
十
九
年
四
月

講
談
社
現
代
新
書
）
所
収
「
3
心
像
の
論
理
1

―
無
意
識
の
水
」
に
お
い
て
、

水
へ
の
恐
怖
が
薄
ら
い
で
い
る
の
は
水
面
が
半
分
越
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
が
水
中
で
の
死
を
「
オ
フ
ェ
ー
リ
ア
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
と
名

付
け
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
主
人
公
の
快
い
半
睡
状
態
は
自
我
に
と
っ
て
は
死
を

意
味
す
る
と
論
じ
て
い
る
。

（
4
） 

「
泉
鏡
花
『
沼
夫
人
』
論
」（
平
成
十
七
年
三
月
「
阪
大
近
代
文
学
研
究
」）。

（
5
） 

前
掲
（
4
）。

（
6
） 

「
鏡
花
の
転
換

―
幻
影
へ
の
錘
鉛

―
」（
昭
和
五
十
八
年
六
月
「
文
学
」）。

（
7
） 

「「
水
月
」
へ
の
意
志　

泉
鏡
花
の
描
く
夜
」（
平
成
七
年
十
一
月
「
日
本
の
美
学
」）。

（
8
） 

前
掲
（
4
）。

（
9
） 

三
浦
澄
子
編
『
逗
子
道
の
辺
史
話
』
第
十
七
集
（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
逗
子
道

の
辺
史
話
の
会
再
録
、
初
出
「
童
説
」
昭
和
十
四
年
十
月
）。

（
10
） 

「
新
宿
界
隈
メ
モ
帳　

一
、
西
海
岸
（1）
」（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
「
手
帳
」
第

八
十
九
冊
）
所
収
「
大
庭
征
露
氏
書
翰
」。

（
11
） 

前
掲
（
10
）。

（
12
） 

「
自
由
民
権
家
千
葉
吾
一
の
こ
と
」（「
仙
台
郷
土
研
究
」
平
成
五
年
六
月
仙
台
郷
土

研
究
会
）
所
収
大
庭
征
露
氏
書
簡
。

（
13
） 

前
掲
（
4
）。

（
14
） 

『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
岩
波
書
店
）
所
収
「
自
筆
原
稿
所

在
目
録
」。

（
15
） 

『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
岩
波
書
店
）
所
収
岩
波
書
店
編
集

部
「
編
修
資
料
目
録
」
に
拠
る
。

（
16
） 

慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
編
『
近
代
文
学　

研
究
と
資
料
』
国
文
学
論
叢
第

五
輯
（
昭
和
三
十
七
年
九
月
至
文
堂
）
所
収
。

（
17
） 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
下
』（
昭
和
三
十
九
年
八
月
第
三
刷
岩
波
書
店
）
に

拠
り
、
戸
井
田
道
三
監
修
・
小
林
保
治
編
『
能
楽
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
第
3
版
』（
平
成

二
十
年
四
月
三
省
堂
）
参
照
。

（
18
） 

『
鬼
趣
談
義
』（
昭
和
五
十
一
年
九
月
国
書
刊
行
会
）
所
収
「
芭
蕉
の
葉
と
美
女
」。

（
19
） 

『
鏡
花
全
集
』「
月
報
」
十
四
（
昭
和
十
六
年
十
二
月
岩
波
書
店
）。

（
20
） 

『
植
物
怪
異
伝
説
新
考
』（
昭
和
五
十
三
年
（
月
日
記
載
ナ
シ
）
有
明
書
房
）。

（
21
） 

江
戸
狂
歌
本
選
集
刊
行
会
編
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
三
巻
（
平
成
十
一
年
二
月

東
京
堂
出
版
。
底
本
は
文
政
三
年
﹇
一
八
二
〇
﹈
刊
の
粕
谷
宏
紀
蔵
本
）
よ
り
引
用
。

（
22
） 

前
掲
（
4
）。

（
23
） 
『
鏡
花
小
説
・
戯
曲
選
』
第
六
巻
（
昭
和
五
十
七
年
四
月
岩
波
書
店
）「
解
説
」。

（
24
） 
前
掲
（
23
）。

【
付
記
】
鏡
花
作
品
の
引
用
は
初
出
に
拠
り
、
明
ら
か
な
誤
植
は
岩
波
版
全
集
を
参
照
の
上
、
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有
加
利

六
二

修
正
し
た
。
漢
字
は
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
、
合
字
は
開
き
、
ル
ビ
は
取
捨
し
た
。
西

薗
に
よ
る
注
は
（　

）
内
に
示
し
た
。
本
稿
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
十
九
日
昭
和
女
子

大
学
で
行
わ
れ
た
第
五
十
七
回
泉
鏡
花
研
究
会
例
会
で
の
発
表
に
基
づ
く
。
席
上
御
教
示

賜
っ
た
方
々
、
そ
し
て
逗
子
調
査
に
お
い
て
お
世
話
に
な
っ
た
、
大
庭
義
人
氏
、
逗
子
市

教
育
委
員
会
の
方
、
矢
野
正
浩
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


